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ン（風が強くてひゅうひゅうと吹いている）。 ➡ひゅうひゅう。 ぴゅうぴゅう。 ／　
ヒュールナイ。風の吹くさま。カジヌ　チューハヌ　ヒュールナイ　プクン（風が強く
てびゅうびゅう吹いている）。➡ひゅうひゅう。ぴゅうぴゅう。
ひょこひょこ【副・名】　ガテガテ。何回も上下左右に動かしたり揺れたりするようす。ピ
サガ　ヤムラ、ガテガテ　アックン（足が痛むのか、ひょこひょこ歩く）。➡ぴょこぴょ
こ。ぴょんぴょん。けんけん。
ぴょこぴょこ【副・名】　ガテガテ。⑴ひょこひょこ。何回も上下左右に動かしたり揺れた
りするようす。ピサガ　ヤムラ、ガテガテ　アックン（足が痛むのか、ひょこひょこ歩
く）。⑵何度も跳びはねるようす。⑶けんけん。片足跳びのあそび。➡ぴょんぴょん。
ぴよぴよ【副】　ピヨピヨ。ひよこの鳴き声。主として鶏の雛の鳴き声。ウヤ　ウーティ　
ピヨピヨ　ナチャクン（親を追ってぴよぴよと鳴いている）。
ぴょんぴょん【副・名】　ガテガテ。⑴何度も跳びはねるようす。アタビチャガ　ガテガテ
シ　トゥディ　アックン（カエルがピョンピョン跳び回っている）。⑵何回も上下左右
に動かしたり揺れたりするようす。⑶けんけん。片足跳びのあそび。➡ひょこひょこ。
ぴょこぴょこ。
びらびら【副】　ベレベレ。とさかのゆれるさま。ウードゥイヌ　カンジュー　ベレベレ　
ウグクン（雄鶏のとさかがびらびら動く）。びろびろ。
ひりひり【副】　カーカー。ぴりぴり。かっか。辛みを感じるさま。ハラグソ　カミネ　ヌ
ディガ　ピーラチ　カーカー　スン（唐辛子を食べると、のどがひりひりとする）。
➡はあはあ。かあかあ。／　ピシピシ。皮膚が持続的に痛むさま。ドゥゲーリティ　
ティー　ハー　パジ　ピシピシ　ヤムン（転んで手の皮を剥いてひりひり痛む）。➡ひ
しひし。びしびし。ぴしぴし。ぴくぴく。
びりびり【副】　ビリビリ。布や紙などが裂けやすいさま。破れやすいさま。ブクターヤ　
プルディ　ビリビリ　ナティ　ヤリジャーハン（襤褸（ぼろ）は古んでびりびりで破れ
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やすい）。／　ビーリナイ。布や紙などが裂けやすいさま。破れやすいさま。プクタギヌ
ヤ　ビーリナイ　ヤリジャーハン（襤褸（ぼろ）服はびりびりに破れやすい）。ティッ
シュヤ　ビーリナイ　ヤリヤッサン（ティッシュはびりびりに破れやすい）。／　ピリピ
リ。びちびち。水気のある柔らかいものがひねり出されるさま。カミジューハヌ　クスー　
ピリピリ　マイン（食べ過ぎて便をびりびり出す）。ウヌ　マヨネーズヤ　チューク　
ウサーシネ　ピリピリ　イジン（そのマヨネーズは強く押すとびりびりと出る）。／　
ピーリナイ。びちびち。水気のある柔らかいものがひねり出されるさま。カミジューハヌ　
クスー　ピーリナイ　マイン（食べ過ぎて便をびりびり出す）。ウヌ　マヨネーズヤ　
チューク　ウサーシネ　ピーリナイ　イジン（そのマヨネーズは強く押すとびりびりと
出る）。
ぴりぴり【副】　カーカー。辛みを感じるさま。ハラグソ　カミネ　ヌディガ　ピーラチ　
カーカー　スン（唐辛子を食べるとのどが疼
ひいら
いてひりひりする）。➡ひりひり。かっか。
はあはあ。かあっと。
びろびろ【副】　ベレベレ。とさかのゆれるさま。ウードゥイヌ　カンジュー　ベレベレ　
ウグクン（雄鶏のとさかがびろびろ動く）。➡びらびら。
ひろびろと【副】　ワーワートゥ。ゆとりがあって窮屈でないさま。コーミンカンヤ　ワー
ワートゥ　アイトゥ　イーヤッシェン（公民館はひろびろとしているので座りやすい）。
ピルハヌ　ワーワートゥ　イッチュン（広いのでひろびろと座っている）。キヌヤ　ワー
ワートゥ　ノーレー（着物はゆったりと縫え）。➡ゆったり。ゆうゆうと。
ふうっとふく【動】　プーマカスン。➡ぷうっと鳴らす。／　プーミカスン。ふうっと吹く。
プーミカチ　ピー　カースン（ふうっと吹いて火を消す）。プーミカチ　プクシミー　
プキトゥワスン（ふうっと吹いて埃を吹き飛ばす）。ミーニ　グミ　イッチャトゥ　プー
ミカチャトゥ　ノータン（目にゴミが入ったので、ふうっと吹いたら治った）。➡ぷうっ
と鳴らす。
ぶうっとなく【動】　グーミカスン。ワー　ニントゥス　チンヌチャートゥ　グーミカチ　
ウキタン（豚が寝ているのを突っついたら、ぶうっと鳴いて起きた）。／　ブッタマカス
ン。ワー　ニントゥス　チンヌチャートゥ　ブッタマカチ　ウキタン（豚が寝ているの
を突っついたら、ぶうっと鳴いて起きた）。／　ブッタミカスン。ワー　ニントゥス　チ
ンヌチャートゥ　ブッタミカチ　ウキタン（豚が寝ているのを突っついたら、ぶうっと
鳴いて起きた）。
ぷうっとならす【動】　プーマカスン。ピー　プーマカチ　ピータン（屁をぷうっと放っ
た）。➡ふうっと吹く。／　プーミカスン。ピー　プーミカチ　ピッチャン（屁をぷうっ
と放った）。➡ふうっと吹く。
ふうふう【副】　プーナイ。唇をすぼめて息を勢いよく吹くさま。イキ　プーナイ　プクン
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（息をふうふう吹く）。ミーニ　グミ　イッチャトゥ　プーナイ　プチャトゥ　ノータン
（目にゴミが入ったので、ふうふう吹いたら治った）。➡ぷうぷう。／　フーフー。口を
すぼめてくりかえし息をふきかけるさま。イキ　フーフー　プチ　ノースタン（息をふ
うふう吹いて治した）。小児などが痛がる箇所へ痛くないまじないとして親などがフー
フーと息を吹きかけてやった。メーガ　アチハヌ　フーフーシ　サマチ　カムン（ご飯
があついので、ふうふう冷まして食べる）。ナマ　イリパナ　エトゥ　フーフーシ　ヌ
メー（今淹ればなだから、ふうふうして飲め）。／　プープー。口をすぼめてくりかえし
息をふきかけるさま。イキ　プープー　プクン（息をふうふう吹く）。➡ぷうぷう。
ぶうぶう【副】　ガウェーガウェー。豚の鳴き声。騒がしく鳴きたてる時の声をいう。／　
グーグー。豚の鳴き声。鳴き叫ぶ時の声はガウェーガウェーと言う。ウヮー　グーグー　
ナクンドー（豚がぶうぶう鳴いているよ）。／　グーナイ。豚の鳴き声。ウヮーヌ　グー
ナイ　ナクトゥ　ムヌー　クヮーシェー（豚がぶうぶう鳴いているので、餌を食わせ
ろ）。／　パッパー。自動車の警笛の音。クルマヌ　パッパーディチ　ナラチ　エージュ
スン（車がぶうぶうと鳴らして合図する）。
ぷうぷう【副】　プープー。屁の音。プープー　ピー　ピースヤ　ハジャサン（ぷうぷうと
屁を放るのは臭わない）。➡ふうふう。／　プーナイ。屁の音。プーナイ　ピー　ピーン
（ぷうぷう屁を放る）。➡ふうふう。
ふかふか【副】　プカプカ。やわらかく膨らんでいるさま。ウードゥ　プチャトゥ　プカプ
カシー　ニンビヤッセン（布団を干したので、ふかふかして眠りやすい）。ウードゥ　
プシネ　プカプカスン（布団を干したらふかふかする）。➡ぼこぼこ。
ぶかぶか【副】　ゴロゴロ。ものに隙間があってゆるいさま。ウヌ　イービガニヤ　シナラ
ヌ　ゴロゴロ　スン（その指輪は合わないので、ゆるゆるしている）。ズボンヌ　ゴムガ　
ヌディ　ゴロゴロ　スン（ズボンのゴムがのびてぶかぶかだ）。➡ごろごろ。ゆるゆる。
／　ダブダブ。大すぎる着物やたくさんの着物を着た時のさま。トゥシー　トゥティ　
キヌヤ　ブル　ダブダブ　ナティ　キララン（年をとって服は全部だぶだぶになって着
られない）。➡だぶだぶ。がばがば。／　ダブナイ。大すぎる着物やたくさんの着物を着
た時のさま。ウヌ　キヌヤ　ダブナイ　ナティ　キーブサクネン（その服はだぶだぶに
なって着たくない）。➡だぶだぶ。がばがば。／　ワブワブ。大すぎる着物やたくさんの
着物を着た時のさま。ウヌ　キヌヤ　ワブワブ　スン（この着物はぶかぶかする）。
➡だぶだぶ。がばがば。
ぷかぷか【副】　パクパク。ぷかぷか。しきりに煙草をふかすさま。タワク　パクパク　プ
クトゥ　クサハン（煙草をぷかぷか吸うので臭い）。➡ぱくぱく。べらべら。／　パクナ
イ。しきりに煙草をふかすさま。タワク　パクナイ　プクン（煙草をぷかぷか吸う）。
➡ぱくぱく。べらべら。
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ぶくぶく【副】　ブクブク。泡立つさま。ガニガ　アー　ブクブク　プチュン（蟹が泡をぶ
くぶくと吹いている）。ビール　コップニ　チギネ　アー　ブクブク　イジン（ビール
をコップに注ぐと泡がぶくぶく出る）。／　プルプル。ぶくぶく。ものなどが水中に沈ん
でいくさま。ワライヌ　ブックティ　プルプル　シンクン（子どもが溺れてぶくぶく沈
んでいく）。アキビン　ハーランガティ　ウトゥチャトゥ　プルプル　シンクン（空き
瓶を川に落としたらぶくぶく沈んでいく）。
ふくぶくしく【副】　クヮンクヮン。上品で威厳のあるさま。中年以上の男の、ゆったりと
して立派なさま。アヌ　チューヤ　クヮンクヮントゥシ　ウブラーハン（彼は福福しく
て威厳がある）。
ふつふつ【副】　クトゥクトゥ。ものがよく煮えるさま。ピー　チューク　シ　クトゥクトゥ　
タンガシェー（火を強くしてふつふつ煮なさい）。グトゥグトゥよりこちらをよく使う。
➡ぐつぐつ。／　クトゥナイ。ものがよく煮えるさま。ピー　チューク　シ　クトゥナイ　
タンガシェー（火を強くしてふつふつ煮なさい）。グトゥナイよりこちらをよく使う。
➡ぐつぐつ。／　グトゥグトゥ。ものがよく煮えるさま。ピー　チュークシ　グトゥグ
トゥ　タンガシェー（火を強くしてふつふつ煮なさい）。➡ぐつぐつ。／　グトゥナイ。
ものがよく煮えるさま。グトゥナイ　タングン（ふつふつとたぎる）。➡ぐつぐつ。
ぶつぶつ【副】　グーグー。不平を言うさま。クーン　グーグーンカ　アウィトゥン（今日
もぶつぶつばかり言っている）。トゥナイヌ　オジサンヤ　チャー　グーグー　サクン
（隣のおじさんは何時もぶつぶつ言っている）。
ぷちぷち【副】　プチナイ。ユダダムヌ　プチナイ　ウーティ　メーシェー（柴薪をぷちぷ
ち折って燃やせ）。➡ぽきぽき。
ぷちん【副】　プチン。物が折れたり、または切れたりする音。
ふにゃふにゃ【副】　ビラビラ。⑴体に力が入らず柔らかいさま。プープヤ　ヨーガリティ　
ビラビラ　アックン（祖父は痩せてへなへな歩く）。⑵物に張りがなく柔らかいさま。
チョコレート　ティダニ　トゥラティ　ビラビラ　トゥキトゥン（チョコレートが日に
当たってふにゃふにゃに溶けている）。タードーシウムヤ　クガリティ　ビラビラ　ヤ
パラハヌ　マーハン（休耕田で作った甘藷はふにゃふにゃ糖化して柔らかくておいし
い）。➡へなへな。べろべろ。
ふへいか【名】　クサクササーヤ。いつも不平ばかり言う人。ゴーグチャーとも言う。
ふらふら【副】　ブラブラ。よろめいて歩くさま。サキ　ヌディ　イーティ　ブラブラ　ア
ックン（酒を飲んで酔ってふらふら歩いている）。➡よちよち。ぶらぶら。ふらふら。
よろよろ。／　ブラナイ。よろめいて歩くさま。サキ　ヌディ　イーティ　ブラナイ　
アックン（酒を飲んで酔ってふらふら歩いている）。➡よろよろ。よちよち。ぶらぶら。
／　ウンブイウンブイ。首を前後左右に揺れ動かすさま。サキ　ヌディ　ウンブイウン
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ブイシ　チブル　プティ　アッチャクン（酒を飲んでふらふら頭を振って歩いている）。
➡こっくりこっくり。／　ブーラバッタイ。ふらふら。よろめいて歩くさま。サキ　ヌ
ディ　ブーラバッタイシ　アックン（酒を飲んでふらふら歩いている）。➡よろよろ。／　
ブラナイ。よろめいて歩くさま。サキ　ヌディ　イーティ　ブラナイ　アックン（酒を
飲んで酔ってふらふら歩いている）。➡よろよろ。よちよち。ぶらぶら。／　ブラブラ。
よろめいて歩くさま。サキ　ヌディ　イーティ　ブラブラ　アックン（酒を飲んで酔っ
てふらふら歩いている）。➡よろよろ。よちよち。ぶらぶら。／　ユラユラ。不安定に揺
れ動くさま。タチクラガミ　シー　ドゥー　ユラユラ　スン（立ちくらみして体がふら
ふらする）。➡ゆらゆら。
ぶらぶら【副】　ブラブラ。ぶらさがっているものが揺れ動くさま。ティー　ブラブラシー　
アックン（手をぶらぶらさせて歩く）。ハジョーホヌ　ウンチャーギヌ　ブラブラ　ウ
グクン（風が強くてブランコがぶらぶら動く）。／　ブラナイ。ぶらさがっているものが
揺れ動くさま。ハジョーホヌ　ウンチャーギヌ　ブラナイ　ウグクン（風が強くてブラ
ンコがぶらぶら動く）。➡ふらふら。よろよろ。よちよち。
ぶるぶる【副】　プトゥプトゥ。寒さ・恐怖などで身を震わせるさま。ピーハヌ　プトゥプ
トゥ　ワンミクン（寒くてぶるぶる震える）。プトゥプトゥシー　クチビル　カムン（ぶ
るぶると唇を噛む）。➡がたがた。うずうず。むずむず。／　プトゥナイ。寒さ・恐怖な
どで身を震わせるさま。ドゥク　ピーハヌ　プトゥナイ　クチビル　カムン（とても寒
くてぶるぶる唇を噛む）。➡がたがた。
ふわふわ【副】　ビタビタ。ふわふわ。布などが柔らかいさま。ティッシュン　ビタビタシ　
ヤパラハン（ティッシュもふわふわして柔らかい）。➡しなしな。／　ホロホロ。布・着
物などが乾いているさま。ウヌ　キヌヤ　ハーラチ　ホロホロシー　キーヤッセン（そ
の服は乾いてふわふわと着やすい）。
ぶんぶん【副】　ブーブー。羽虫が飛び回るさま。ペー　ブーブー　トゥドゥン（蝿がぶん
ぶん飛んでいる）。ペー　ブーブーシ　カマラン（蝿がぶんぶんたかって食べられない）。
ブンブンともいう。／　ブンナイ。羽虫が飛び回るさま。ウーベー　ブンナイ　トゥダ
ックスガ　ヌー　エガヤー（銀蝿がぶんぶん飛んでいるが何だろう）。
ぷんぷん【副】　クヮチャクヮチャ。ひどく腹を立てて機嫌の悪いさま。クサミチ　クヮ
チャクヮチャ　スン（腹を立ててぷんぷんしている）。➡かんかん。
べたべた【副】　ブタブタ。粘り気のあるものがくっついているさま。ドゥルー　ブタブタ　
タックヮトゥン（泥がべたべたくっついている）。ドゥルー　シカティ　ブタブタ　ナ
トゥン（泥がついてべたべたになっている）。➡べっとり。／　ブタナイ。粘り気のある
ものがくっついているさま。ドゥルー　ブタナイ　タックヮトゥン（泥がべたべたくっ
ついている）。ドゥルー　シカティ　ブタナイ　ナトゥン（泥がついてべたべたになっ
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ている）。➡べっとり。／　ブッタークヮッター。粘り気のあるものがくっついているさ
ま。アヌ　クヮーヤ　ピング　ブッタークヮッター　タックヮトゥン（あの子は汚れが
べたべた付いている）。／　ムチャムチャ。粘りつくさま。ムチ　アーシネ　ティー　ム
チャムチャ　スン（餅をこねると、手がべたべたする）。ミークスヌ　ムチャムチャシ　
ミー　アキゴロホン（目やにがねばねばして目を開けづらい）。サータティンプラ　ス
コインチ　ティー　ムチャムチャ　スン（砂糖てんぷらを作ろうとして、手がねばねば
している）。➡べとべと。ねとねと。／　ムチャナイ。粘りつくさま。ムチ　アーシネ　
ティー　ムチャナイ　スン（餅をこねると、手がべたべたする）。➡ねばねば。べっと
り。／　ムッチャクヮッタイ。ムチャムチャより一層粘りつくさま。ティンプラー　アー
スヌ　バーヤ　ミリキングーヌ　ティーニ　ムッチャクヮッタイ　タックヮトゥン（天
ぷらの衣をこねるとき、小麦粉が手にねばねばくっついている）。➡ねばねば。べとべ
と。ねとねと。
ぺちゃくちゃ【副】　アーバサーバ。くだらないことをしゃべるさま。とりとめもなくしゃ
べるさま。アーバサーバ　ムヌンカ　ユムン（ぺちゃくちゃおしゃべりばかりする）。／　
ガーガー。おしゃべりなさま。ガーガー　ムヌンカ　ユムン（ぺちゃくちゃおしゃべり
ばかりする）。➡がやがや。があがあ。／　クチパクパク。ぺちゃくちゃ。べらべら。無
駄なおしゃべりをすること。／　ピリンパラン。おしゃべりするさま。ピリンパラン　
ムヌンカ　ユムン（ぺちゃくちゃおしゃべりばかりする）。➡べらべら。ぺらぺら。／　
ユンタクフィンタク。むやみにしゃべるさま。ユンタクフィンタク　ユマングトゥ　ハク　
シェー（ぺちゃくちゃしゃべらずに早くしろ）。ユンタクフィンタク　サングトゥ　ガ
サナイ　シェー（ぺちゃくちゃしないでさっさとしろ）。➡べらべら。
べちゃべちゃ【副】　グェタグェタ。雨後の道などがぬかるんでいるさま。アミ　プイ
ジューハヌ　ミチ　グェタグェタシ　アッキン　ナラン（雨がひどく降って、道がべ
チャべチャして歩くこともできない）。／　ジェージェー。⑴水気が多すぎるさま。ウヌ　
オカズヤ　シル　ジェージェーシ　マーク　ネン（そのおかずは汁がべちゃべちゃして
おいしくない）。⑵よだれや汗などが垂れながれるさま。➡だらだら。だぶだぶ。／　
ジタジタ。水を含んでひどく濡れているさま。道などのぬかるんでいるさま。アミー　
プティ　ミチ　ジタジタシ　アッキゴロホン（雨が降って道がべちゃべちゃと歩きにく
い）。➡じめじめ。／　ジャカジャカ。水を含んでひどく濡れているさま。道などのぬか
るんでいるさま。➡じめじめ。
ぺっ【副】　ペー。唾などを吐くさま。トゥンペー　ペーディチ　パクタン（唾をぺっと吐
いた）。
べっとり【副】　ブタナイ。粘り気のあるものがくっついているさま。ドゥルー　ブタナイ　
タックヮトゥン（泥がべっとりくっついている）。ドゥルー　シカティ　ブタナイ　ナ
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トゥン（泥がついてべたべたになっている）。➡べたべた。／　ブタブタ。粘り気のある
ものがくっついているさま。ドゥルー　ブタブタ　タックヮトゥン（泥がべっとりくっ
ついている）。➡べたべた。／　ブッタークヮッター。粘り気のあるものがくっついてい
るさま。アヌ　クヮーヤ　ピング　ブッタークヮッター　タックヮトゥン（あの子は汚
れがべっとり付いている）。➡べたべた。／　ムチャムチャ。粘りつくさま。ミークスヌ　
ムチャムチャシ　ミー　アキゴロホン（目やにがべっとりついて目を開けづらい）。
➡べたべた。べとべと。ねばねば。ねとねと。／　ムッチャクヮッタイ。ムチャムチャよ
り一層粘りつくさま。ティンプラー　アースヌ　バーヤ　ミリキングーヌ　ティーニ　
ムッチャクヮッタイ　タックヮトゥン（天ぷらの衣をこねるとき、小麦粉が手にべっと
りくっついている）。➡ねばねば。べとべと。べたべた。ねとねと。
べとべと【副】　ムッチャクヮッタイ。ムチャムチャより一層粘りつくさま。ティンプラー　
アースヌ　バーヤ　ミリキングーヌ　ティーニ　ムッチャクヮッタイ　タックヮトゥン
（天ぷらの衣をこねるとき、小麦粉が手にべとべとくっついている）。➡ねばねば。べた
べた。ねとねと。
へなへな【副】　ビラビラ。体に力が入らず柔らかいさま。プープヤ　ヨーガリティ　ビラ
ビラ　アックン（祖父は痩せてへなへな歩く）。➡べろべろ。ふにゃふにゃ。ふにゃふ
にゃ。
べらべら【副】　パクパク。とりとめのないことをしゃべること。ムヌンカ　パクパク　ア
ウィン（おしゃべりばかりべらべらいう）。➡ぱくぱく。ぷかぷか。／　パクナイ。とり
とめのないことをしゃべること。ムヌンカ　パクナイ　アウィン（おしゃべりをべらべ
らいう）。➡ぱくぱく。／　クチパクパク。無駄なおしゃべりをすること。➡ぺちゃく
ちゃ。／　ガクガク。立て続けによくしゃべるさま。クチ　ガクガクシ　アウィンカ　
スン（べらべらしゃべってばかりいる）。今はパクパクを多く使う。➡がくがく。／　
ピリンパラン。おしゃべりするさま。ピリンパラン　ムヌンカ　ユムン（べらべらおしゃ
べりばかりする）。➡ぺちゃくちゃ。ぺらぺら。／　ユンタクフィンタク。むやみにしゃ
べるさま。ユンタクフィンタク　ユマングトゥ　ハク　シェー（べらべらしゃべらずに
早くしろ）。➡ぺちゃくちゃ。
ぺんぺん【副】　テンテン。三味線を鳴らす音。サンシン　テンテン　ナラスン（三味線を
ぺんぺん鳴らす）。／　トゥントゥンテン。ぺんぺん。三味線を鳴らす音。トゥントゥン
テン　パジマイン（ぺんぺん（三味線が）始まる）。サンシンヌ　ウトゥガ　トゥントゥ
ンテン　ナイン（三味線の音がぺんぺん鳴る）。サンシンヌ　トゥントゥンテンガ　パ
ジマトゥンドーヤー（三味線のぺんぺんが始まっているよ）。
ぼうっと【副】　ヌルントゥルン。寝起きなどでぼうっとしているさま。気持ちが集中して
いないさま。ウキティチャーキヤ　ミー　チューラヌ　ヌルントゥルン　スン（起きた
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ばかりは目がさえず、ぼうっとしている）。シーヨー　ワカラヌ　ヌルントゥルン　ス
ン（やり方がわからなくてぼうっとしている）。➡ぼんやり。とろとろ。のろのろ。の
そのそ。
ほうほう【副】　コホコホ。フクロウ科のりゅうきゅうこのはずくとりゅうきゅうあおばず
くの鳴き声。シコホガ　コホコホ　ナキネー　ヤクー　エン（シコホがこほこほ鳴いた
ら厄だ）。➡ほっほう。
ぼうぼう【副】　バーナイ。さかんに火の燃えるさま。ピーヌ　バーナイ　メーイン（火が
ぼうぼう燃える）。タムヌ　ハリティ　バーナイ　メーイン（薪が枯れてぼうぼう燃え
る）。／　バーバー。火が勢いよく燃えるさま。バーバー　メーイン（ぼうぼう燃える）。
びゅうびゅう。ぴゅうぴゅう。ひゅうひゅう。／　パンパン。火がさかんに燃えるさま。
ピーヌ　パンパンシ　メートゥン（火がぼうぼうと燃える）。※パンパンシ　メースン
（ぼうっと燃やす）とは言わない。／　パンナイ。火がさかんに燃えるさま。ピー　パン
ナイ　メーイン（火がぼうぼうと燃える）。➡ぽっぽ。かっかと。むっと。とんとん。
ぱちぱち。／　ボーボー。草などが乱雑に伸び繁っているさま。イッター　ポロー　ク
サガ　ボーボー　ミートゥトゥ　タグレー（お前たちの畑は草がぼうぼう生えているか
ら引き抜け）。／　ボーナイ。草などが乱雑に伸び繁っているさま。イッター　ポロー　
クサガ　ボーナイ　ミートゥトゥ　タグレー（お前たちの畑は草がぼうぼう生えている
から引き抜け）。／　バーバー。草や毛が乱雑に伸び繁っているさま。ハラジ　バーバー　
ナトゥトゥ　アンダー　シキレー（髪がぼさぼさになっているから油をつけろ）。➡ぼ
さぼさ。
ほうほけきょ【副】　ホーホケキョ。うぐいすの鳴き声。ホーホケキョディチ　ナクン（ほ
うほけきょと鳴く）。
ほかほか【副】　ファーファー。ものが適度な温度を有しているさま。チューガ　ニンティ
ヌ　アトヤ　ウードゥ　ファーファースン（人が寝たあとはふとんがほかほかしてい
る）。➡ぽっぽ。かっかと。むっと。
ぽきぽき【副】　パチパチ。枯れ枝などが折れるさま。ハリギーヤ　パチパチシー　ウーイ
ヤッシェン（枯れ木はぽきぽきと折りやすい）。イービ　パチパチ　ナラスン（指をぽ
きぽき鳴らす）。➡ぱちぱち。／　パチナイ。枯れ枝などが折れるさま。キーヌ　ユダ　
ティーチ　パチナイ　ウータン（木の枝を手でぽきぽき折った）。➡ぱちぱち。ぱっち
り。ぽきぽき。／　パチャナイ。枯れ枝などが折れるさま。テーチ　パチャナイ　ウー
タン（手でぽきぽき折った）。➡ぱちぱち。／　プチナイ。ユダダムヌ　プチナイ　ウー
ティ　メーシェー（柴薪をぽきぽき折って燃やせ）。➡ぷつぷつ。
ぼこぼこ【副】　プカプカ。朽木などが柔らかくなっているさま。キーヌ　クサリティ　プ
カプカ　ナトゥン（木が腐ってぼこぼこになっている）。ペットボトル　ハラ　ナティ　
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プカプカ　スン（ペットボトルが空になってぼこぼこしている）。➡ふかふか。
ぼさぼさ【副】　バーバー。草や毛が乱雑に伸び繁っているさま。ハラジ　バーバー　ナ
トゥトゥ　アンダー　シキレー（髪がぼさぼさになっているから、油をつけなさい）。
➡ぼうぼう。
ぼそぼそ【副】　サラサラ。固めに。ご飯や麺など食物の水分が少なくておいしいさま。
クーヌ　ソーミンヤ　ユゲチヤーハヌ　サラサラ　ナトゥン（今日のそうめんはゆで不
足でぼそぼそになっている）。クーヌ　メーヤ　サラサラ　ニレー（今日の飯は固めに
炊け）。／　サラナイ。固めに。ご飯や麺など食物の水分が少なくておいしいさま。クー
ヌ　メーヤ　サラナイ　ナティ　マーハン（今日のご飯は固めでおいしい）。
ぼそぼそになる【動】　サラミカスン。固めになる。クーヌ　メーヤ　サラミカチ　クパハ
ン（今日のご飯はぼそっとなって固い）。
ぽたぽた【副】　チョンチョン。汁やしずくがしたたるさま。涙が流れ落ちるさま。ガラン　
シミテラントゥ　ミジヌ　チョンチョンシ　タリトゥン（カランをしめてないので水が
ぽたぽた垂れている）。アマダイミジ　チョンチョン　ウティン（雨垂れの水がぽたぽ
た落ちる）。➡ぽたりぽたり。ぽろぽろ。／　ポトポト。ちいさな物や水滴などがつづけ
ざまに落ちるさま。ミジ　ポトポト　タイトゥ　ガラン　クラク　シミレー（水がぽた
ぽた垂れるので、蛇口をしっかり閉めろ）。➡ぼとぼと。
ぽたりぽたり【副】　チョンチョン。汁やしずくがしたたるさま。涙が流れ落ちるさま。ア
マダイミジ　チョンチョン　ウティン（雨垂れの水がぽたりぽたり落ちる）。ガラン　
シミテラントゥ　ミジヌ　チョンチョンシ　タリトゥン（カランをしめてないので、水
がぽたりぽたり垂れている）。➡ぽたぽた。ぽろぽろ。
ぽちゃんとおちる【動】　ポンマカスン。石など小さなものが水に音をたてて落ちる。➡ど
んとたたく。どんと鳴る。ぽちゃんと落とす。／　ポンミカスン。ぽちゃんと落ちる。
石など小さなものが水に音をたてて落ちる。ハーラニ　イシ　ナギタトゥ　ポンミカス
タン（川に石を投げたらぽちゃんと落ちた）。➡どんとたたく。どんと鳴る。ぽちゃん
と落とす。
ぽちゃんとおとす【動】　ポンマカスン。石など小さなものを水に音をたてて落とす。➡ど
んとたたく。どんと鳴る。ぽちゃんと落ちる。／　ポンミカスン。石など小さなものを
水に音をたてて落とす。➡どんとたたく。どんと鳴る。ぽちゃんと落とす。
ぽっかり【副】　ガーガー。すき間の多いさま。キャク　イキラハヌ　イーヌ　パラガ　
ガーガー　アチュン（客が少なくて座るところがぽっかり空いている）。
ぽっちゃり【副】　ブテブテートゥ。太っているさま。ブテブテトゥ　クェートゥン（でっ
ぷりと太っている）。ウヌ　クヮーヤ　ブテブテトゥ　クェーティ　ウジラーハン（こ
の子はぽっちゃりと太ってかわいい）。➡でっぷり。／　ブテナイ。でっぷり太っている
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さま。ウヌ　クヮーヤ　ブテナイ　クェーティ　ウジラーハン（この子はぽっちゃりと
太ってかわいい）。
ぽっぽ【副】　クークー。鳩の鳴き声。ポートゥイヤ　クークーシ　ナクン（鳩がぽっぽと
鳴く）。➡ぽっぽっ。
ぽっぽ【副】　パーパー。体などが熱をもっているさま。また、暑さのために室内が蒸すさ
ま。チラー　パーパー　スースガ　ニチヤ　ネーンシェー（顔がぽっぽとしているが、
熱でもあるんじゃないか）。➡かっかと。むっと。／　パンナイ。体などが熱をもってい
るさま。また、暑さのために室内が蒸すさま。チラ　パンナイ　スン（顔がぽっぽとす
る）。チラー　アカディ　ニチー　パンナイ　スン（顔が赤らんで熱がぽっぽとしてい
る）。➡かっかと。むっと。ぼうぼう。とんとん。ぱちぱち。どんどん。ぼうぼう。ぽ
んぽん。
ほっほう【副】　コホコホ。フクロウ科のりゅうきゅうこのはずくとりゅうきゅうあおばず
くの鳴き声。シコホガ　コホコホ　ナキネー　ヤクー　エン（シコホがこほこほ鳴いた
ら厄だ）。➡ほうほう。
ぽっぽっ【副】　クークー。鳩の鳴き声。ポートゥイヤ　クークーシ　ナクン（鳩がぽっぽ
と鳴く）。➡ぽっぽ。
ぽとぽと【副】　ポトポト。ちいさな物や水滴などがつづけざまに落ちるさま。➡ぽたぽた。
／　ポトナイ。ちいさな物や水滴などがつづけざまに落ちるさま。プクギヌ　ミー　ポ
トナイ　ウティン（福木の実がぽとぽと落ちる）。➡ぽとりぽとり。／　ポトンポトン。
ちいさな物や水滴などがつづけざまに落ちるさま。キーヌ　ナイヌ　ポトンポトン　ケ
ッサン　ウティタン（木の実がぽとぽとたくさん落ちた）。
ぽとり【副】　ポトン。水滴やちいさな物が落ちるさま。ヌーガラ　ポトンディチ　ウティ
タン（何かがぽとりと落ちた）。➡ぽとん。
ぽとりとおちる【動】　ポトミカスン。⑴ちいさな物や水滴などがぽとんと落ちる。ヌーガ
ラ　ポトミカチ　ウティヌ　ウトゥ　スータン（なにかぽとんと落ちる音がした）。
⑵ぽんと軽く跳ぶ。ポトミカチ　トゥヌゲー（ぽんと跳べ）。➡ぽとんと落ちる。ぽと
りと落ちる。
ぽとりぽとり【副】　ポトンポトン。ちいさな物や水滴などがつづけざまに落ちるさま。ガ
ラン　シミヨーハヌ　ミジ　ポトンポトン　イジトゥン（蛇口の閉め方が弱くて水がぽ
とりぽとり出ている）。キーヌ　ナイヌ　ポトンポトン　ケッサン　ウティタン（木の
実がぽたぽたたくさん落ちた）。➡ぽとぽと。／　ポトナイ。ちいさな物や水滴などがつ
づけざまに落ちるさま。プクギヌ　ミー　ポトナイ　ウティン（福木の実がぽとりぽと
り落ちる）。➡ぽとぽと。
ぽとん【副】　ポトン。ちいさな物や水滴などが落ちるさま。ヌーガラ　ポトンディチ　ウ
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ティタン（何かがぽとんと落ちた）。➡ぽとり。
ぽとんとおちる【動】　ポトミカスン。ちいさな物や水滴などがぽとんと落ちる。ヌーガラ　
ポトミカチ　ウティヌ　ウトゥ　スータン（なにかぽとんと落ちる音がした）。➡ぽと
りと落ちる。
ぼろぼろ【副】　ボロボロ。ものがひどくやぶれたり壊れたりしているさま。ウヌ　キヌヤ　
ボロボロ　ヤリティ　キララン（その服はぼろぼろに破れて着られない）。ムカシヌ　
チョーメン　ボロボロシー　シカララン（昔の帳面がぼろぼろで使えない）。／　ボロナ
イ。ものがひどくやぶれたり壊れたりしているさま。ウヌ　チョーメンヤ　ペークラ　
シカティ　ボロナイ　ナトゥン（その帳面は以前から使ってぼろぼろになっている）。／　
クヮンクヮン。物がひどく壊れて形がそこなわれているさま。ドーグヌ　ヤンビティ　
クヮンクヮン　ナティ　シカララン（道具が壊れてぼろぼろで使えない）。ドーグヌ　
クヮンクヮン　ナイヤカ　ヤンビトゥン（道具がぼろぼろになるほど壊れている）。
➡ぐしゃぐしゃ。／　ヤンビクヮンクヮン。物がひどく壊れて形がそこなわれているさ
ま。ドーグヌ　ヤンビティ　ヤンビクヮンクヮン　ナトゥン（道具が壊れてぼろぼろに
なっている）。➡ぐしゃぐしゃ。
ぽろぽろ【副】　ソーソー。汗や涙などがさかんに流れるさま。ウヌ　パナシヤ　ナチカハ
ヌ　ナダー　ソーソー　パイン（その話は悲しくて涙がぽろぽろ出る）。➡だくだく。
ざあざあ。／　チョンチョン。汁やしずくがしたたるさま。涙が流れ落ちるさま。ナダー　
チョンチョン　スン（涙がぽろぽろする）。➡ぽたぽた。ぽたりぽたり。／　ホロホロ。
一塊のものが乾燥し容易に崩れたり砕けたりしやすいさま。マーヌ　パタキヤ　ホロホ
ロシー　ウチヤッセン（そこの畑はぽろぽろして耕しやすい）。➡さくさく。／　ホロナ
イ。一塊のものが乾燥し容易に崩れたり砕けたりしやすいさま。➡さくさく。
ぽんとおちる【動】　ポトミカスン。ちいさな物や水滴などがぽとんと落ちる。ヌーガラ　
ポトミカチ　ウティヌ　ウトゥ　スータン（なにかぽとんと落ちる音がした）。
ぽんととぶ【動】　ポトミカスン。ぽんと軽く跳ぶ。ポトミカチ　トゥヌゲー（ぽんと跳
べ）。➡ぽんと落ちる。
ぽん【副】　ポン。太鼓をたたく音。また、そのさま。チジミヌ　スケイ　ポンディチ　ナ
イタン（太鼓が一度ぽんと鳴った）。➡どん。
ぽんぽん【副】　パンパン。花火が続けざまにうちあがるさま。ハナビ　パンパン　アガ
トゥン（花火がぽんぽんあがっている）。➡ぽっぽ。かっかと。むっと。とんとん。ぱ
ちぱち。／　パンナイ。花火が続けざまにうちあがるさま。ハナビ　パンナイ　アガトゥ
ン（花火がぽんぽんあがっている）。➡ぽっぽ。かっかと。むっと。ぼうぼう。とんと
ん。ぱちぱち。
ぽんぽん【副】　ポンポン。太鼓をたたく音。チジミ　ポンポン　ウチュン（太鼓をぽんぽ
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ん打つ）。テーク　ポンポン　ウッチュスガ　ハク　イカナ（太鼓をぽんぽん打ってい
るが早く行こうよ）。➡どんどん。／　ポンナイ。太鼓をたたく音。チジミ　ポンナイ　
ウッチュヌ　ウトゥ　キカイン（太鼓をぽんぽん打つ音が聞こえる）。テーク　ポンナイ　
ウッチュスガ　ハク　イカナ（太鼓をぽんぽん打っているが早く行こうよ）。➡どんど
ん。
ぼんやり【副】　ヌルントゥルン。寝起きでぼうっとしているさま。気持ちが集中していな
いさま。ウキティチャーキヤ　ミー　チューラヌ　ヌルントゥルン　スン（起きたばか
りは目がさえず、ぼんやりする）。シーヨー　ワカラヌ　ヌルントゥルン　スン（やり
方がわからなくてぼんやりしている）。➡ぼうっと。とろとろ。のろのろ。のそのそ。
みしみし【副】　ピチピチ。木製のものに力が加わり、たわんだりきしんだりするさま。
ネー　ユティ　ヤーガ　ピチピチシ　ウグクン（地震で家がみしみしうごく）。➡しなっ
と。
むかむか【副】　ダクダク。気分が悪くて、吐き気がするさま。吐き気がするほどしゃくに
さわるさま。腹立たしいさま。ヌーガ　カダラ　ミニ　ダクダク　スン（何を食べたの
か、胸がむかむかする）。ヌーガラ　アンマサヌ　ダクダク　スン（なにやらだるくて
むかむかする）。プネイシ　ダクダクシ　ムヌ　パキブサン（船酔いでむかむかして吐
きたい）。サク　イジティ　キム　ダクダク　スン（腹が立って胸がむかむかする）。
➡どきどき。／　ムカムカ。気分が悪くて吐き気がするさま。むかつくさま。アシティ
ビチ　カミジューハヌ　ミニ　ムカムカ　スン（アシティビチを食べ過ぎて胸がむかむ
かする）。サキ　ヌミジョーホヌ　ムカムカシ　キムタデハン（酒を飲みすぎてむかむ
かと気持ち悪い）。／　ワジワジ。腹が立つさま。怒りがこみあげてくるさま。
むずむず【副】　ハガハガ。やりたくてたまらず落ち着かないさま。チューガ　スース　ミ
チ　ドゥーマディ　シーブサヌ　ハガハガ　スン（人がしているのを見て自分までやり
たくてむずむずする）。➡うずうず。／　プトゥプトゥ。⑴歯がゆく、もどかしがるさま。
クヮーガ　スース　プトゥプトゥシ　ミッチュン（子どもがするのをむずむずして見て
いる）。⑵何かやりたくてたまらないさま。欲しがるさま。カミブサヌ　プトゥプトゥ
スン（食べたくてむずむずしている）。➡うずうず。ぶるぶる。がたがた。／　ムジュム
ジュ。⑴やりたくてたまらず落ち着かないさま。チューガ　スース　ミチ　ドゥーマディ　
シーブサヌ　ムジュムジュ　スン（人がしているのを見て自分までやりたくてむずむず
する）。イナグヌ　シーバイ　シーブサヌ　ムジュムジュ　シー　タッチュン（女が小
便をしたくてもぞもぞして立っている）。⑵もぞもぞ。小さな虫が着物の下などでうご
くさま。➡うずうず。もぞもぞ。／　ムサムサ。小さな虫が着物の下などでうごくさま。
キヌヌ　ナハニ　ヌーガ　イッチュラ　ムサムサ　イジュクン（服の中に何が入ったか
むずむず動く）。➡もぞもぞ。
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むだぼね【名】　ミナバタバタ。ただばたばたすること。ばたばた働く割に能率があがらな
いさま。
むっと【副】　パーパー。暑さのために室内が蒸すさま。また、体などが熱をもっているさ
ま。ヤーヌ　ナハ　パーパーシー　プミクトゥ　ヤードゥ　シキアキレー（家の中が
むっと蒸しているから、戸を開け放て）。➡ぽっぽ。かっかと。
めえ【副】　ベー。めえ。山羊の鳴くさま。ピージャヤ　ベーディチ　ナクン（山羊はめえ
と鳴く）。
めえとなく【動】　ベーミカスン。山羊がしりきに鳴く。ピージャ　ベーミカチ　ナクトゥ　
クサ　クヮーシェー（山羊がめえと鳴くから、草を食わせろ）。
めえめえ【副・名】　べーべー。⑴山羊の鳴き声。また、声をだして鳴くさま。ピージャヤ　
ヤーハネ　ベーベー　ナクン（山羊はおなかがすくと、めえめえ鳴く）。⑵山羊の小児
語。／　べーナイ。山羊の鳴くさま。また、声をだして鳴くさま。ピージャヤ　ヤーハ
ネ　ベーナイ　ナクン（山羊はおなかがすくと、めえめえ鳴く）。ピージャ　ベーナイ　
ナクトゥ　クサ　クヮーシェー（山羊がめえめえ鳴くから、草を食わせろ）。
めちゃくちゃ【副】　サンジャンクンジャン。こまかくばらばらになるさま。ワライヌ　カ
ビ　サンジャンクンジャン　ヤイン（子どもが紙をめちゃくちゃにやぶる）。ヤーンチュ
ガ　ドーグ　サンジャンクンジャン　チラカチェン（家族が道具をめちゃくちゃに散ら
かしてある）。➡さんざん。ばらばら。
もう【副】　モー。牛の鳴き声。ウシヌ　ヤーハガ　アイラ　モーディチ　ナクタン（牛が
空腹なのか、もうと鳴いた）。
もうとなく【動】　モーミカスン。牛がもうと鳴く。ウシヌ　モーミカチ　スケイ　ナクタ
シガ　ヤーハル　アイガヤー（牛がもうと一回鳴いたが、腹でもすかしているのだろう
か）。ウシヌ　アッタニ　モーミカチ　ナクタン（牛が急にもうと鳴いた）。
もうもう【副】　モーモー。牛の繰り返し鳴くさま。ウシー　モーモー　ナクトゥ　クサー　
クヮーシェー（牛がもうもう鳴くから、草を喰わせろ）。ウシヌ　ヤーハガ　アイラ　
モーモー　ナクン（牛が空腹なのか、もうもう鳴いている）。／　モーナイ。牛の繰り返
し鳴くさま。ウシー　モーナイ　ナクトゥ　クサー　クヮーシェー（牛がもうもう鳴く
から、草を喰わせろ）。トゥナイヌ　ウシヤ　モーナイ　ナキジャーハン（隣の牛はも
うもうよく鳴く）。
もくもく【副】　ブーブー。煙がさかんに立ち上るさま。ヌーガ　メースラ　キブシヌ　
ブーブー　イジン（何を燃やしているのか、煙がもくもく出ている）。➡ひゅうひゅう。
／　ブーナイ。煙がさかんに立ち上るさま。ヌーガ　メースラ　キブシヌ　ブーナイ　
イジン（何を燃やしているのか、煙がもくもく出ている）。キボシヌ　ブーナイ　マカー
チ　アガイン（煙がもくもく立ち込めて上がっている）。➡ひゅうひゅう。
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もぞもぞ【副】　ムサムサ。小さな虫が着物の下などでうごくさま。キヌヌ　ナハニ　ヌー
ガ　イッチュラ　ムサムサ　イジュクン（服の中に何が入ったか、もぞもぞ動く）。
➡むずむず。／　ムジュムジュ。⑴やりたくてたまらず落ち着かないさま。イナグヌ　
シーバイ　シーブサヌ　ムジュムジュ　シー　タッチュン（女が小便をしたくてもぞも
ぞして立っている）。⑵小さな虫が着物の下などでうごくさま。➡むずむず。うずうず。
もたもた【副】　ムサムサ。はかどらないさま。手間どるさま。ムサムサ　ハタジキラング
トゥ　ガシガシ　ハタジキレー（もたもた片付けないでさっさと片付けろ）。／　ムタム
タ。はかどらないさま。手間どるさま。ムタムタ　ハタジキラングトゥ　ガシガシ　ハ
タジキレー（もたもた片付けないでさっさと片付けろ）。
ゆうゆうと【副】　ワーワートゥ。ゆとりがあって窮屈でないさま。➡。ゆったり。ひろび
ろと。
ゆがな【形】　ヨーガー。形などがゆがんださま。／　ヨーゲー。形などがゆがんださま。
ゆさゆさ【副】　ユタナイ。大きなものが揺れ動くさま。パシヌ　ユタナイ　ウグクトゥ　
アッカラン（橋がゆさゆさ動くので歩けない）。／　ユタユタ。ゆさゆさ。大きなものが
揺れ動くさま。ゆたゆたばし（ゆれ動く橋）。ウヌ　パシヤ　アッキネ　ユタユタ　ウ
グクン（その橋は歩くと、ゆさゆさ動く）。ウヌ　パシヤ　ユタユタシー、アッキネ　
ウトゥラハン（その橋はゆさゆさして、歩くと怖い）。
ゆっくり【副】　ヨンナー。ヨンナー　ミスク　アッケー（ゆっくり注意深く歩け）。ヨン
ナー　ヨンナー　アックン（ゆっくりゆっくり歩け）。トゥシー　トゥティ　ヨンナール　
アッカイル（年を取ってゆっくりしか歩けない）。ヨーンナーは士族語。ヨンナー　ケー
レーヒー（ゆっくり帰ってね［同年の者への別れのあいさつ］）。ヨンナー　ケーイン
ソーレーホー（ゆっくりお帰りなさいね［目上の者への別れのあいさつ］）。
ゆったり【副】　ワーワートゥ。ゆとりがあって窮屈でないさま。ヒルハヌ　ワーワートゥ　
イッチュン（広いのでゆったりと座っている）。キヌヤ　ワーワートゥ　ノーレー（着
物はゆったりと縫え）。➡ゆうゆうと。ひろびろと。
ゆらゆら【副】　ユラユラ。ゆっくり揺れ動くさま。ハジヌ　チューハヌ　サクラヌ　キー
ガ　ユラユラ　ウグクン（風が強くて桜の木がゆらゆら動く）。ミジガ　ユラユラシ　
スクガ　ジューニヤ　マーラン（水がゆらゆらして底がはっきり見えない）。➡ふらふ
ら。／　ユラユラ。ゆっくり揺れ動くさま。ヤー　ユルユル　ウグク　スガ　ヌー　エ
ガヤー（家がゆらゆら動くがなんだろう）。➡ぐらぐら。
ゆるゆる【副】　ゴロゴロ。ものに隙間があってゆるいさま。ウヌ　イービガニヤ　シナラ
ヌ　ゴロゴロ　スン（その指輪は合わないのでゆるゆるしている）。ズボンヌ　ゴムガ　
ヌディ　ゴロゴロ　スン（ズボンのゴムがのびてゆるゆるしている）。➡ぶかぶか。／　
ユルユル。ゆるんでいるさま。きつく締まっていないさま。ウービヌ　ユルユル　ヒチュ
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ン（帯がゆるゆるしている）。チューク　クンカンキネ　ユルユル　スン（強く縛らな
いとゆるゆるしている）。ユルユル　クンチ　クンキグチ　アトンガティ　マーシェー
（ゆるゆるに縛って結び目を後ろにまわせ）。ゴムヌ　ヌビティ　ユルユル　ナットゥ
トゥ　ケーレー（ゴムが伸びてゆるゆるになっているから取り換えろ）。
よちよち【副】　ヌクヌク。小刻みでおぼつかなく歩くさま。無意志的な動作をあらわす。
ワライヌ　ヌクヌク　アックン（子どもがよちよち歩く）。プープガ　アマラ　ヌクヌク　
クンドー（おじいちゃんが向こうからとことこ来るよ）。➡とことこ。／　ブラブラ。幼
児などがおぼつかなく歩くさま。ワライヌ　アッキパジマティ　ブラブラ　アックン
（子どもが歩きはじめてよちよち歩く）。➡ふらふら。よろよろ。ぶらぶら。／　ブラナ
イ。幼児などがおぼつかなく歩くさま。ワライヌ　アッキパジマティ　ブラナイ　アッ
クン（子どもが歩きはじめてよちよち歩く）。➡ふらふら。よろよろ。ぶらぶら。
よろよろ【副】　グーラクヮッタイ。不安定で揺れ動くさま。アヌ　チューヤ　サキ　ヌディ　
ミチラ　グーラクヮッタイ　アックン（あの人は酒を飲んで道をよろよろ歩いている）。
➡ぐらぐら。／　グーラバッタイ。不安定で揺れ動くさま。アヌ　チューヤ　サキ　ヌ
ディ　ミチラ　グーラバッタイ　アックン（あの人は酒を飲んで道をよろよろ歩いてい
る）。➡ぐらぐら。／　ブーラバッタイ。よろめいて歩くさま。サキ　ヌディ　ブーラバ
ッタイシ　アックン（酒を飲んでふらふら歩いている）。➡ふらふら。よろよろ。／　
ブラナイ。よろめいて歩くさま。サキ　ヌディ　イーティ　ブラナイ　アックン（酒を
飲んで酔ってよろよろ歩いている）。➡ふらふら。よちよち。ぶらぶら。／　ブラブラ。
よろめいて歩くさま。サキ　ヌディ　イーティ　ブラブラ　アックン（酒を飲んで酔っ
てよろよろ歩いている）。➡ふらふら。よろよろ。よちよち。ぶらぶら。
わあっとなく【動】　ワーミカスン。ワライヌ　アッタニ　ワーミカチ　ナクスガ　ダン　
ヤミル　スガヤー（子どもが急にわあっと泣いているが、どこか痛むのかな）。
わあわあ【副】　ウェーウェー。声を上げて泣くさま。ウェーウェー　ナチ（わあわあと泣
いて）。アンマガ　ウラントゥ　ウェーウェーシ　ナクン（母がいないのでわあわあ泣
いている）。➡わんわん。／　ワーワー。大声で泣くようす。ワライヌ　ワーワー　ナク
スガ　ヤーヤ　ヌー　スガ（子どもがわあわあ泣いているが、お前は何をしているの）。
➡わんわん。／　ワーナイ。人が大声で泣くさま。ワーワーより程度が激しい。ダーガ　
ヤムラ、クヮーヌ　ワーナイ　ナクン（どこが痛いのか、子がわあわあ泣いている）。
➡わんわん。
わいわい【副】　ムタムタ。大勢でさわがしいさま。ケッサヌ　チューガ　ムタムタ　サワ
ジュン（大勢の人がわいわい騒いでいる）。➡がやがや。／　ムタナイ。大勢でさわがし
いさま。ケッサヌ　チューガ　ムタナイ　サワグン（大勢の人がわいわい騒いでいる）。
➡がやがや。
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わんさと【副】　グヮサナイ。ものがたくさんあるさま。スクー　グヮサナイ　トゥティ
ジェトゥ　ハラス　サーヤ（アイゴをどっさり取ったので塩辛にしよう）。➡どっさり。
がやがや。どやどや。うようよ。うじゃうじゃ。ごちゃごちゃ。
わんとほえる【動】　ワーミカスン。アマヌ　イヌヤ　ワーミカチ　ガウイン（あそこの犬
はわんと吠える）。／　ワウミカスン。アマヌ　イヌヤ　ワウミカチ　ガウイン（あそこ
の犬はわんと吠える）。
わんわん【副】　ウェーウェー。声を上げて泣くさま。ウェーウェー　ナチ（わんわん泣い
て）。アンマガ　ウラントゥ　ウェーウェーシ　ナクン（母がいないのでわんわん泣い
ている）。➡わあわあ。／　ワーナイ。人が大声で泣くさま。ワーワーより程度が激しい。
ダーガ　ヤムラ、クヮーヌ　ワーナイ　ナクン（どこが痛いのか、子がわんわん泣いて
いる）。➡わあわあ。／　ワウワウ。犬の鳴き声。ワウワウ　イヌニ　ガウラッタン（わ
んわん犬に吠えられた）。／　ワウナイ。犬の鳴き声。ワウナイ　イヌニ　ガウラッタン
（わんわん犬に吠えられた）。／　ワンワン。耳鳴りのさま。ミミヌ　ワンワン　ナイン
（耳がわんわん鳴る）。／　ワーナイ。耳鳴りの音。ミミヌ　ワーナイ　ナイン（耳がわ
んわん鳴る）。
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